
長
尾
ま
さ
き
参
院
香
川
選
挙

区
候
補
は
、
連
日
県
下
各
地
で

街
頭
宣
伝
や
つ
ど
い
に
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。

６
月
４
日
に
は
丸
亀
市
で
女

性
団
体
内
後
援
会
が
ひ
ら
い
た

つ
ど
い
に
参
加
し
ま
し
た
。
長

尾
候
補
は
最
初
に
、
参
加
者
へ

用
紙
を
渡
し
て
、
願
い
や
質
問

を
書
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
こ

た
え
る
形
で
対
話
が
進
み
ま
し

た
。
「
コ
メ
が
高
く
て
困
る
。

自
民
党
は
な
ぜ
こ
う
な
る
ま
で

放
置
し
て
い
た
の
か
」
「
な
ぜ

立
候
補
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
」
な
ど
に
こ
た
え
て
い
き
ま

し
た
。
参
加

者
み
ん
な
で

語
り
合
う
楽

し
い
会
と
な

り
ま
し
た
。

街
頭
か
ら

長
尾
候
補
は
、

暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
消

費
税
の
減
税

が
必
要
で
あ

る
こ
と
や
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
や
軍
拡
に
つ
い

て
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
を
や
め

よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
自

民
党
政
治
を
か
え
る
た
め
に
は
、

維
新
や
国
民
民
主
党
な
ど
の
自

民
党
の
ア
シ
ス
ト
政
党
で
は
な

く
、
日
本
共
産
党
を
伸
ば
し
て

ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

５
日
に
は
高
松
市
香
川
町
で
、

つ
ど
い
と
街
頭
宣
伝
。
６
日
～

７
日
は
高
松
市
全
域
で
活
動
し

ま
し
た
。

５
日
（
木
）
、
香
川
医
療
生

協
研
修
室
に
て
、
「
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
」
（
日

本
被
団
協
）
の
一
員
で
あ
る

「
香
川
県
原
爆
被
害
者
の
会
」

の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
4
月
27
日
に
行
わ
れ

た
「
被
爆
体
験
か
ら
平
和
を
考

え
る
つ
ど
い
」
で
語
り
部
を
務

め
た
長
尾
昭
雄
さ
ん
も
参
加
さ

れ
、
現
状
と
到
達
点
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
組
織
運
営
の
新

た
な
方
向
性
と
規
約
改
正
、
及

び
当
面
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

被
爆
か
ら
80
年
と
な
る
今
年

被
爆
者
の
方
々
の
平
均
年
齢
は

85
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
香
川

県
で
も
、
１
９
８
０
年
代
に
は

８
～
９
０
０
人
の
方
が
被
爆
者

手
帳
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
１
６
０
人
を
割
り
こ

み
、
香
川
県
原
爆
被
害
者
の
会

に
お
い
て
も
会
員
数
の
減
少
や

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
総
会
の
課
題
は
、
そ

の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
「
被

爆
者
援
護
」
と
「
核
兵
器
廃
絶
」

と
言
う
二
つ
の
取
り
組
み
を
如

何
に

【
２
面
に
つ
づ
く
】
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今
更
の
感
も
あ
る

が
、
今
年
の
1
月
か

ら
3
月
ま
で
放
送
さ

れ
た
「
御
上
先
生
」

に
感
銘
を
受
け
た
。

松
坂
桃
李
演
じ
る

文
科
省
の
エ
リ
ー
ト

官
僚
が
有
名
進
学
校

に
派
遣
さ
れ
、
高
校

3
年
の
担
任
と
な
り

教
壇
に
立
つ
姿
が
描
か
れ
た
。
御

上
先
生
は
初
め
の
授
業
で
、
「
君

た
ち
は
上
級
国
民
を
目
指
し
て
い

る
の
か
？
そ
れ
と
も
真
の
エ
リ
ー

ト
、
神
に
選
ば
れ
し
者
を
目
指
す

の
か
？
」
と
問
い
か
け
る
。
彼
の

言
う
真
の
エ
リ
ー
ト
と
は
、
弱
者

に
寄
り
添
う
者
で
あ
る
。
無
表
情

で
教
育
へ
の
情
熱
の
感
じ
ら
れ
な

い
御
上
だ
が
、
生
徒
が
抱
え
る
問

題
に
対
し
て

パ
ー
ソ
ナ
ル
イ
ズ

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
（
個
人
的
な
こ
と

は
政
治
的
な
こ
と
）
と
ク
ラ
ス
全

員
で
考
え
る
こ
と
を
促
す
。
報
道

の
責
任
、
教
科
書
検
定
、
学
習
指

導
要
領
、
子
ど
も
の
貧
困
、
裏
口

入
学
問
題
な
ど
を
生
徒
と
共
に
考

え
て
い
く
。
そ
の
過
程
で
生
徒
と

の
深
い
信
頼
関
係
が
築
か
れ
る
。

「
御
上
先
生
」
の
よ
う
な
理
想

の
教
育
者
が
多
く
生
ま
れ
る
よ
う

な
学
校
現
場
に
な
る
よ
う
、
教
育

行
政
を
子
ど
も
と
教
師
を
大
切
に

す
る
施
策
へ
の
転
換
を
強
く
願
う
。

（
こ
）

参
院
香
川
選
挙
区

長
尾
ま
さ
き
候
補

丸
亀
か
ら
元
気
に
ス
タ
ー
ト

７
日
（
土
）
・
８
日
（
日
）

に
原
水
爆
禁
止
四
国
大
会
が
高

松
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
婦
人
の
コ
ー
ラ
ス
小
組
え

ぷ
ろ
ん
の
歌
声
か
ら
始
ま
り
、

香
川
県
原
水
協
代
表
の
岩
部

乃
之
さ
ん
が
、
被
爆
80
周
年

で
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
記
念
の
年
に

学
び
合
い
、
運
動
を
前
進
さ

せ
ま
し
ょ
う
と
挨
拶
し
ま
し

た
。各

県
か
ら
は
、
他
団
体
と

の
共
闘
や
原
爆
パ
ネ
ル
展
、

ビ
キ
ニ
船
員
訴
訟
の
た
た
か

い
、
自
衛
官
の
募
集
除
外
や

原
爆
死
亡
者
の
合
同
慰
霊
祭

の
開
催
、
「
核
禁
条
約
へ
の

日
本
の
参
加
意
見
書
」
の
採

択
自
治
体
を
１
０
０
％
に
す

る
取
り
組
み
、
世
界
大
会
へ

の
青
年
参
加
へ
の
働
き
か
け

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
原
水
協
の

若
き
ホ
ー
プ
嶋
田
侑
飛
（
ゆ

う
ひ
）
さ
ん
が
「
被
爆
80
年

２
０
２
５
世
界
大
会
の
成
功

へ
」
と
い
う
演
題
で
記
念
講

演
。
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で

国
際
規
範
「
核
の
タ
ブ
ー
」
が

形
成
さ
れ
た
が
、
保
持
す
る
た

め
に
は
全
世
界
の
人
が
立
ち
上

が
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
核

戦
争
で
多
く
の

死
者
が
出
る
こ

と
の
み
な
ら
ず

限
定
核
戦
争
で

も
「
核
の
冬
」

で
食
料
生
産

の
大
幅
な
減
少
と
な
り
、
飢

餓
が
20
億
人
に
も
お
よ
ぶ
こ

と
な
ど
か
ら
、
核
兵
器
は
決

し
て
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
。
核
兵
器
禁
止
条
約

の
流
れ
が
強
ま
っ
て
い
る
こ

と
や
、
締
約
国
会
議
で
「
核

抑
止
力
」
論
へ
強
い
批
判
な

ど
の
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
、
具
体
的
な
採

択
内
容
や
、
各
地
で
の
平
和

運
動
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
７
月
の
参
議
院
選

挙
で
非
核
平
和
の
国
民
的
選

択
と
す
る
た
め
に
、
草
の
根

か
ら
の
世
論
と
運
動
を
広
げ

き
り
、
そ
の
成
果
を
８
月
の

世
界
大
会
に
持
ち
寄
り
ま
し
ょ

う
と
話
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。私

は
、
「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
は
す
べ
て
の
人
の
希

望
で
あ
り
、
原
爆
や
戦
争
の

も
た
ら
す
悲
惨
さ
を
よ
り
多
く

の
人
に
伝
え
、
日
本
国
憲
法
の

理
念
を
実
現
し
た
い
と
い
う
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

《
新
日
本
婦
人
の
会

林
》
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宮
武
外
骨
は
、
阿
野
郡
羽
床

あ

や

　

は
ゆ
か

村
（
現
・
綾
川
町
）
の
生
ま
れ
。

四
男
だ
っ
た
の
で
亀
四
郎
と
命

名
さ
れ
た
。
宮
武
家
は
近
郷
に

知
ら
れ
た
大
地
主
で
、
五
百
石

の
小
作
収
入
が
あ
っ
た
。
屋
敷

に
近
い
綾
川
に
か
か
る
橋
は
、

今
で
も
「
宮
武
橋
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
15
歳
で
上
京
し
、
進

文
学
舎
橘
香
塾
に
学
ぶ
。
こ
の

東
京
遊
学
時
代
に
「
朝
野
新
聞
」

や
「
東
京
新
報
」
を
愛
読
し
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ
の
夢
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
。
18
歳
の
時
、

亀
四
郎
と
い
う
名
を
改
め
、

外
骨
と
し
た
。
亀
は
外
骨
内
肉

が
い
こ
つ

な
の
で
、
外
骨
と
し
た
の
で
あ

る
。一

八
八
七
年
、
東
京
で
「
頓

智
協
会
雑
誌
」
を
発
行
し
て
人

気
を
得
る
。
一
八
八
九
年
に
明

治
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
時
、
骸

骨
が
頓
智
研
法
を
下
賜
す
る
挿

絵
を
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

が
不
敬
罪
に
問
わ
れ
、
外
骨
は

三
年
間
入
獄
し
た
。
恐
れ
を
な

し
た
妻
は
、
高
松
に
帰
っ
て
し

ま
っ
た
。

一
九
〇
一
年
、
大
阪
で
「
滑

稽
新
聞
」
を
発
行
し
て
驚
異
的

に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
、
最
高

時
に
は
八
万
部
を
印
刷
し
た
。

権
力
者
の
横
暴
、
腐
敗
を
告
発

し
て
庶
民
の
喝
采
を
受
け
た
が
、

度
重
な
る
弾
圧
で
一
九
〇
九
年

十
月
を
も
っ
て
廃
刊
に
追
い
込

ま
れ
た
。

一
九
一
八
年
七
月
、
米
相
場

が
大
幅
に
上
昇
し
た
。
外
骨
は

八
月
十
日
付
け
東
京
朝
日
新
聞

に
、
日
比
谷
公
園
で
米
価
高
騰

に
反
対
す
る
市
民
大
会
を
開
催

す
る
広
告
を
出
し
た
。
驚
い
た

警
察
は
集
会
を
禁
止
し
た
が
、

続
々
と
市
民
が
つ
め
か
け
て
大

集
会
と
な
っ
た
。
す
で
に
富
山

県
な
ど
で
米
騒
動
が
発
生
し
て

い
た
が
、
外
骨
は
首
都
で
大
規

模
な
市
民
大
会
の
主
催
者
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

一
九
二
七
年
か
ら
は
東
大
の

「
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
」
の
事

務
主
任
と
な
る
。
関
東
大
震
災

で
膨
大
な
史
的
資
料
が
焼
失
し

た
こ
と
か
ら
、
国
民
文
化
の
貴

重
な
財
産
を
残
す
た
め
、
外
骨

が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。
外

骨
は
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
日
本
全
国
を
回
っ
て
資
料
収

集
の
旅
を
は
じ
め
た
。
す
で
に

61
歳
に
な
っ
て
い
た
が
、
83
歳

で
退
職
す
る
ま
で
仕
事
を
続
け

た
。敗

戦
の
翌
年
五
月
、
外
骨
は

「
ア
メ
リ
カ
様
」
と
い
う
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
出
版
し
、
「
日
本

軍
閥
の
全
滅
、
官
僚
の
没
落
、

財
閥
の
屏
息
、
ヤ
ガ
テ
民
主
的

平
和
政
府
と
な
る
前
提
、
誠
に

我
々
国
民
一
同
の
大
々
的
幸
福
」

で
あ
る
と
敗
戦
を
歓
迎
し
た
。

一
九
五
五
年
七
月
、
89
歳
で
永

眠
。
反
権
力
を
貫
い
た
鑑
と
も

か
が
み

言
う
べ
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

あ
っ
た
。

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

㉙

小
反
骨
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宮
武
外
骨
（
一
八
六
七
～
一
九
五
五
）

　

と

ぼ

ね

文･
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沢

雨
根


